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はじめに、混乱プロジェクトの特性を抽出するため、 5 つの観点と 22 の質問項目(混乱抽出要因)からなる質問
表を設計した。 5 つの観点とは「要件J I見積り J I計画策定J Iチーム組織」および「フ。ロジェクト管理活動」で
ある。この質問表を用い、ある組織で実行された 32 のプロジェクトから評価データを収集した。次に、ソフトウェ






を使った混乱予測結果と実際のプロジェクトデータとの比較評価を行った。この結果、 32 プロジェクト中で 28 プロ
ジェクトの判別が正しく行われることを確認した。さらに、この統計的モデ、ルによる混乱の危険性があるプロジェク
トの判別能力に関する実証的評価を行うため、同じ組織の別の 8 プロジェクトに対してモデ、ルの混乱予測を実施し、














ンス良く反映されている。得られた質問表は「要件J r見積J r計画策定J rチーム組織J rフ。ロジェクト管理活動J の
5 つの視点から構成されている。その下に、全部で 22 個の混乱要因が具体的な質問項目として用意されている。こ
のような具体的な質問表の設計は従来研究では困難であるとして行われていない。その意味でこの質問表自体にも高
い実用的な価値がある。






の(混乱のあり、なしに関する)結果との一致の度合いを調べている。その結果、 8 個の内の 7 個について一致する
ことが確認され、有効性の高さが示された。
以上のように、本論文で提案する実証的判別法によって混乱ソフトウェアプロジェクトを十分に高い精度で予測で
きる可能性が示されており ソフトウェアプロジェクト管理手法の開発に貢献するところが非常に大きいだけでなく、
学術的にも非常に意味のある幾つかの知見をもたらしている。
よって、博士(情報科学)の学位論文として価値のあるものと認める。
??円。
